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土
浦
商
工
会
議
所

    

会
頭　

山
口
雄
三

　

一
年
が
経
過
し
た
東
日
本
大
震

災
と
福
島
原
発
事
故
は
甚
大
な
被

害
を
も
た
ら
し
ま
し
た
。
本
市
に

お
い
て
も
、
地
震
に
よ
る
液
状
化

や
家
屋
・
施
設
の
損
傷
・
損
壊
、

原
発
事
故
で
の
風
評
被
害
等
、
大

き
な
痛
手
を
被
り
、
一
日
も
早
い

復
興
を
願
わ
ず
に
は
い
ら
れ
ま
せ

ん
。

　

世
界
的
な
経
済
状
況
の
悪
化
、

円
高
、
高
失
業
率
の
雇
用
情
勢
に

加
え
、
こ
の
大
震
災
が
地
域
経
済

再
生
の
大
き
な
足
か
せ
と
な
っ
て

い
る
の
が
事
実
で
あ
り
、
国
及
び

東
京
電
力
㈱
に
対
し
、
損
害
賠
償

や
電
力
値
上
げ
見
直
し
等
の
要
望

を
積
極
的
に
推
進
し
て
い
く
所
存

で
あ
り
ま
す
。

　

当
所
と
し
て
は
、
地
域
経
済
の

根
幹
を
支
え
る
中
小
企
業
・
小
規

模
事
業
者
再
生
の
為
に
、
中
小
企

業
等
グ
ル
ー
プ
施
設
等
災
害
復
旧

事
業
・
大
震
災
対
応
の
各
種
融
資

制
度
や
マ
ル
経
融
資
へ
の
利
子
補

給
等
、
効
果
的
な
経
営
支
援
を
実

施
い
た
し
ま
す
。
更
に
経
営
指
導

員
等
に
よ
る
個
別
巡
回
指
導
相
談

と
、
経
営
改
善
普
及
事
業
を
中
心

に
、
こ
れ
ま
で
同
様
、
き
め
の
細

か
い
対
応
を
図
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

　

ま
た
、
土
浦
駅
前
第
一
種
市
街

地
再
開
発
事
業
「
ウ
ラ
ラ
」
の
核

店
舗
で
あ
る
「
イ
ト
ー
ヨ
ー
カ
堂

土
浦
店
」
が
、
諸
般
の
事
情
に
よ

り
平
成
25
年
２
月
を
も
っ
て
閉
店

し
た
い
旨
の
申
し
入
れ
が
あ
り
ま

し
た
。

　

こ
れ
は
、
生
活
者
・
入
居
テ
ナ

ン
ト
・
地
元
商
店
街
・
雇
用
対
策

等
を
は
じ
め
、
中
心
市
街
地
の
活

性
化
事
業
に
大
き
な
影
響
を
及
ぼ

す
こ
と
が
大
変
憂
慮
さ
れ
る
と
こ

ろ
で
あ
り
ま
す
。

　

当
所
と
し
て
は
、
イ
ト
ー
ヨ
ー

カ
堂
に
対
し
引
き
続
き
閉
店
再
考

の
要
望
を
行
っ
て
い
く
と
と
も
に
、

市
及
び
関
係
す
る
諸
機
関
等
と
協

議
し
方
策
を
検
討
し
て
ま
い
り
ま

す
。

　

特
に
本
年
度
は
当
所
が
中
心
と

な
り
、
土
浦
市
中
心
市
街
地
活
性

化
基
本
計
画
の
運
営
母
体
と
な
る

中
心
市
街
地
活
性
化
協
議
会
を
設

立
し
、
行
政
・
民
間
・
地
域
等
と

強
い
連
携
を
図
り
、
活
性
化
策
の

企
画
・
実
施
を
一
体
的
に
推
進
し

て
い
き
た
い
と
思
考
し
て
お
り
ま

す
。

　

現
在
実
施
し
て
い
る
、
中
心
市

街
地
空
き
店
舗
活
用
事
業
「
土
浦

繁
盛
記
」
を
活
用
し
な
が
ら
、
昨

年
度
好
評
を
博
し
た
「
ド
リ
ン
ク

ラ
リ
ー
」
「
ま
ち
な
か
元
気
市
」

等
の
地
域
活
性
化
イ
ベ
ン
ト
を
効

果
的
に
促
進
し
て
い
く
所
存
で
あ

り
ま
す
。

　

更
に
、
プ
レ
ミ
ア
ム
付
商
品
券

事
業
に
つ
い
て
は
、
市
民
に
広
く

浸
透
し
、
市
内
の
景
気
向
上
に
寄

与
し
て
お
り
、
今
後
と
も
市
の
指

導
を
得
て
継
続
実
施
し
、
加
盟

店
・
利
用
者
の
利
便
性
向
上
と
制

度
の
充
実
を
図
っ
て
ま
い
り
た
い

と
考
え
て
お
り
ま
す
。

　

本
市
の
特
長
を
伸
ば
す
た
め
に

は
、
市
外
か
ら
の
観
光
誘
客
対
策

が
必
須
と
な
り
ま
す
。
こ
の
地
に

は
、
国
定
公
園
と
し
て
位
置
づ
け

ら
れ
て
い
る
霞
ヶ
浦
・
筑
波
山
の

自
然
環
境
と
「
土
浦
全
国
花
火
競

技
大
会
」
を
は
じ
め
と
す
る
観
光

行
事
等
、
恵
ま
れ
た
大
き
な
資
源

が
存
在
い
た
し
ま
す
。
こ
れ
ら
を

一
層
有
効
的
に
活
用
す
る
た
め
、

市
観
光
基
本
計
画
と
連
動
し
て

「
観
光
・
交
流
の
ま
ち
土
浦
」
の

実
現
に
向
け
て
発
信
す
る
こ
と
が

大
切
で
あ
る
と
思
考
す
る
と
こ
ろ

で
あ
り
ま
す
。

　

本
市
に
お
い
て
は
、
市
庁
舎
を

含
む
公
共
施
設
等
、
今
後
の
ま
ち

づ
く
り
の
基
本
と
な
る
建
設
計
画

が
控
え
て
お
り
、
当
所
と
し
て
も
、

本
市
の
復
興
・
発
展
を
見
据
え
、

会
員
を
は
じ
め
市
内
商
工
業
者
等

多
く
の
方
々
に
意
見
を
求
め
、
行

政
や
関
係
機
関
に
対
し
、
躊
躇
な

く
適
時
、
提
言
・
要
望
を
し
て
ま

い
り
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

商
工
会
議
所
は
、
地
域
経
済
と

社
会
を
支
え
る
地
域
総
合
経
済
団

体
と
し
て
、
そ
の
果
た
す
役
割
と

責
任
は
、
ま
す
ま
す
重
要
で
あ
る

こ
と
を
十
分
認
識
し
、
日
本
商
工

会
議
所
・
県
商
工
会
議
所
連
合
会

や
国
・
県
・
市
等
、
関
係
機
関
と

の
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
を
よ
り
強

化
し
、
鋭
意
事
業
運
営
に
取
り
組

ん
で
ま
い
る
所
存
で
あ
り
ま
す
。

活
力
と
魅
力
あ
る
街
づ
く
り
に
向
け
て

活
力
と
魅
力
あ
る
街
づ
く
り
に
向
け
て
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１
．
地
域
振
興
事
業

　

地
域
経
済
は
、
世
界
経
済
の
減

速
や
円
高
、
東
日
本
大
震
災
及
び

そ
れ
に
起
因
す
る
原
発
事
故
等
の

影
響
も
あ
り
、
特
に
中
小
企
業
を

取
り
巻
く
経
営
環
境
は
極
め
て
厳

し
い
状
況
下
に
あ
る
。
し
か
し
、

中
小
企
業
の
復
興
・
発
展
な
く
し

て
、
日
本
経
済
の
再
生
・
活
性
化

は
あ
り
得
な
い
。
そ
の
た
め
、
地

域
の
特
性
や
資
源
を
活
用
し
た
個

性
と
誇
り
あ
る
ま
ち
づ
く
り
を
実

現
す
る
た
め
一
層
の
努
力
を
傾
注

す
る
。
主
に
、
土
浦
市
中
心
市
街

地
活
性
化
事
業
の
推
進
を
図
る
べ

く
、
中
心
市
街
地
活
性
化
協
議
会

を
設
立
し
、
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

の
核
で
あ
る
商
店
街
等
の
魅
力
の

向
上
・
振
興
、
新
た
な
賑
わ
い
の

創
出
な
ど
、
土
浦
再
生
に
向
け
た

包
括
的
取
組
み
を
図
る
。
ま
た
工

業
に
つ
い
て
も
、
厳
し
い
経
営
環

境
の
変
化
に
柔
軟
に
対
応
で
き
る

態
勢
づ
く
り
、
環
境
問
題
等
、
経

営
基
盤
強
化
対
策
、
企
業
誘
致
に

つ
い
て
支
援
す
る
。

⑴
商
業
等
活
性
化
推
進
事
業

⑵
工
業
等
振
興
事
業

⑶
地
場
産
業
振
興
事
業

⑷
広
域
連
携
推
進
事
業

２
．
雇
用
改
善
対
策
事
業

　

雇
用
情
勢
は
、
失
業
率
が
高
水

準
で
推
移
し
て
お
り
依
然
厳
し
い

状
況
に
あ
る
。
し
か
し
一
方
で
は
、

人
手
不
足
の
地
域
や
業
種
も
あ
り
、

求
職
者
・
企
業
間
の
ミ
ス
マ
ッ
チ

の
改
善
が
喫
緊
の
課
題
で
あ
る
。

こ
の
よ
う
な
中
、
土
浦
地
区
雇
用

対
策
協
議
会
・
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
を

は
じ
め
関
係
機
関
と
の
ネ
ッ
ト
ワ

ー
ク
を
形
成
し
、
茨
城
県
等
の
産

業
施
策
と
の
連
携
を
深
め
な
が
ら
、

雇
用
の
創
出
・
拡
大
を
図
る
。

３
．
各
種
技
能
検
定
事
業

　

時
代
の
ニ
ー
ズ
に
対
応
で
き
る

人
材
の
育
成
と
、
技
術
・
技
能
の

向
上
及
び
、
各
職
域
で
の
事
務
、

作
業
能
率
の
向
上
、
企
業
経
営
の

効
率
化
を
促
進
す
る
た
め
の
各
種

技
能
検
定
を
実
施
す
る
。

４
．
提
言･

要
望
活
動
等

　

地
域
経
済
社
会
の
代
弁
者
と
し

て
、
政
策
提
言
・
意
見
要
望
活
動

は
、
商
工
会
議
所
の
原
点
で
あ
り

重
要
な
使
命
で
あ
る
こ
と
か
ら
、

随
時
商
工
業
者
の
力
を
結
集
し
つ

つ
タ
イ
ム
リ
ー
に
展
開
す
る
。

　

豊
か
で
活
力
あ
る
経
済
社
会
を

実
現
さ
せ
る
為
、
大
震
災
復
興
対

策
、
景
気
回
復
、
中
小
企
業
対
策
、 

地
域
振
興
、
社
会
保
障
制
度
の
あ

り
方
を
は
じ
め
、
新
市
庁
舎
建
設

に
伴
う
新
た
な
ま
ち
づ
く
り
等
、

重
要
な
課
題
に
つ
い
て
会
員
の
意

見
を
求
め
行
政
や
関
係
機
関
に
対

し
速
や
か
に
要
望
し
、
実
現
に
向

け
て
行
動
す
る
。

５
．
自
然
環
境
対
策
事
業

　

原
発
事
故
に
よ
る
影
響
・
水
質

汚
濁
・
大
気
汚
染
・
ゴ
ミ
・
自
然

破
壊
・
温
暖
化
等
の
地
球
環
境
問

題
の
高
ま
り
に
対
応
す
べ
く
、
当

所
環
境
方
針
に
基
づ
く
環
境
保
全

と
地
域
社
会
の
あ
り
方
を
調
査
研

究
し
、
経
済
活
動
と
環
境
の
共
生

確
保
に
努
め
、
資
源
循
環
型
社
会

の
形
成
を
目
指
す
。

　

そ
の
意
味
に
お
い
て
も
、
霞
ヶ

浦
に
つ
い
て
は
、
住
民
の
悲
願
で

も
あ
る
水
質
浄
化
に
努
め
る
と
と

も
に
、
水
に
ふ
れ
あ
い
親
し
む
こ

と
の
で
き
る
環
境
づ
く
り
を
推
進

し
、
ま
ち
づ
く
り
に
活
か
す
も
の

と
す
る
。

６
．
国
際
化
へ
の
対
応
事
業

　

中
小
企
業
の
国
際
化
の
進
展
に

対
応
す
る
た
め
、
経
済
産
業
省
を

は
じ
め
、
ジ
ェ
ト
ロ
や
日
本
商
工

会
議
所
等
と
の
連
携
を
強
化
し
、

海
外
の
経
済
動
向
情
報
の
提
供
や

輸
出
入
に
関
す
る
支
援
施
策
の
普

及
を
図
る
。

７
．
観
光
事
業

　

伝
統
文
化
の
継
承
と
産
業
振
興

を
目
的
に
観
光
客
の
誘
致
を
図
り
、

商
店
街
の
賑
わ
い
の
創
出
と
、
地

域
の
発
展
及
び
商
工
業
の
振
興
に

資
す
る
。
こ
の
為
、
土
浦
市
、
土

浦
市
観
光
協
会
、
土
浦
商
店
街
連

合
会
等
と
強
力
に
連
携
し
て
、
各

種
観
光
事
業
を
実
施
す
る
。
ま
た
、

霞
ヶ
浦
・
新
治
地
区
を
は
じ
め
と

す
る
、
豊
富
で
潜
在
的
な
観
光
資

源
の
発
掘
と
活
用
を
促
進
す
る
と

共
に
、
伝
統
産
業
を
組
合
せ
た
農

商
工
連
携
等
産
業
観
光
の
創
出
に

よ
る
誘
客
対
策
を
推
進
す
る
。

　

ま
た
、
水
郷
筑
波
国
定
公
園
等
、

広
域
的
観
光
事
業
に
努
め
る
。

８
．
各
種
協
賛
支
援
事
業

　

商
工
業
振
興
に
加
え
て
、
地
域

住
民
と
の
交
流
及
び
文
化
活
動
の

支
援
な
ど
、
地
域
に
密
着
し
た
活

動
に
も
取
り
組
み
特
色
あ
る
地
域

づ
く
り
に
努
め
、
商
工
会
議
所
の

認
知
度
向
上
を
図
る
。

９
．
組
織
体
制
の
強
化
及
び
会
員

サ
ー
ビ
ス
事
業

　

会
員
組
織
の
強
化
は
、
商
工
会

議
所
活
動
の
基
本
と
し
て
い
る
事

か
ら
、
会
員
の
ニ
ー
ズ
に
合
っ
た

事
業
に
よ
る
退
会
防
止
と
会
員
増

強
運
動
を
進
め
、
組
織
の
拡
充
と

財
政
運
営
基
盤
の
強
化
を
図
る
。

更
に
、
職
員
の
資
質
の
向
上
に
努

め
、
よ
り
一
層
会
員
事
業
所
と
の

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
強
化
し
、

会
員
サ
ー
ビ
ス
の
充
実
を
図
る
。

10
．
広
報
、
公
聴
事
業 

　

会
報
や
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
活

用
し
て
産
業
経
済
情
報
や
地
域
情

報
の
提
供
並
び
に
事
業
活
動
の
紹

介
な
ど
広
報
を
活
発
化
し
企
業
経

営
及
び
地
域
振
興
に
役
立
て
る
。

当
所
と
会
員
間
の
円
滑
な
コ
ミ
ュ

ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
図
る
と
と
も
に
、

フ
ィ
ー
ド
バ
ッ
ク
に
よ
る
公
聴
を

強
化
す
る
。

11
．
会
員
事
業
所
の
福
利
厚
生
充

実(

共
済
制
度
加
入
促
進
等)

事
業

　

福
利
厚
生
の
充
実
、
安
心
・
安

全
経
営
の
た
め
商
工
会
議
所
の
各

種
共
済
制
度
等
の
利
用
を
勧
め
る
。

併
せ
て
よ
り
良
い
共
済
制
度
を
目

指
し
保
障
内
容
の
見
直
し
を
行
い
、

加
入
促
進
と
脱
退
防
止
に
努
め
る
。

ま
た
、
会
員
事
業
所
の
経
営
支
援

の
為
、
「
労
働
保
険
事
務
組
合
」

の
事
務
代
行
事
業
を
推
進
す
る
。

12
．
特
定
商
工
業
者
法
定
台
帳
整

理
事
業

　

商
工
会
議
所
法
の
規
定
に
よ
る

特
定
商
工
業
者
（
資
本
金
額
〔
払

込
済
出
資
総
額
〕
が
３
０
０
万
円

以
上
、
又
は
、
営
業
所
の
従
業
員

数
が
２
０
人
〔
商
業
・
サ
ー
ビ
ス

業
は
５
人
〕
以
上
）
の
法
定
台
帳

を
整
理
し
取
引
照
会
等
に
活
用
す

る
。

土
浦
商
工
会
議
所
事
業
計
画

〜
活
力
と
魅
力
あ
る
街
づ
く
り
に
向
け
て
〜

（
概
要
）

平
成
24
年
度

１
．
地
域
経
済
活
性
化
の
た
め
の
政
策
提
言
、
意
見
要
望
活
動
の
展
開

１
．
中
心
市
街
地
及
び
各
地
区
の
活
性
化
と
商
工
業
の
振
興

１
．
地
域
の
資
源
を
活
か
し
た
魅
力
あ
る
ま
ち
づ
く
り
の
推
進

１
．
中
小
企
業
の
経
営
課
題
へ
の
き
め
細
や
か
な
支
援   

１
．
役
に
立
ち
信
頼
さ
れ
る
商
工
会
議
所
と
し
て
組
織
・
財
政
・
運
営
基
盤
の
強
化

一
般
事
業
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13
．
事
務
受
託
事
業

　

関
係
団
体
等
の
事
務
を
代
行
し
、

活
発
な
活
動
を
促
進
し
て
商
工
業

の
発
展
に
寄
与
す
る
。

14
．
商
工
会
館
管
理
運
営

15
．
商
工
会
議
所
の
あ
り
方
の
検
討

　

時
代
に
即
応
し
た
事
業
活
動
、

業
務
遂
行
の
見
直
し
や
組
織
体
制

の
強
化
を
図
る
。

16
．
そ
の
他
商
工
会
議
所
の
使
命

達
成
に
必
要
な
事
業

１
．
経
営
改
善
普
及
事
業

　

東
日
本
大
震
災
及
び
原
発
事
故

の
影
響
も
あ
り
、
今
だ
、
地
方
の

中
小
企
業
を
取
り
巻
く
経
済
状
況

は
低
迷
を
続
け
て
い
る
。
こ
れ
ら

を
踏
ま
え
、
大
震
災
対
応
融
資
を

は
じ
め
、
中
小
企
業
の
再
生
や
セ

ー
フ
テ
ィ
ネ
ッ
ト
の
充
実
、
創
業

支
援
や
経
営
革
新
支
援
等
、
地
域

経
済
の
活
性
化
を
同
時
に
図
る
こ

と
が
重
要
で
あ
る
。
そ
の
対
応
策

と
し
て
、
従
来
か
ら
取
り
組
ん
で

い
る
経
営
改
善
普
及
事
業
の
充
実

に
加
え
、
専
門
的
で
高
度
な
指
導

相
談
業
務
の
適
正
な
運
営
を
図
り
、 

中
小
企
業
の
経
営
力
強
化
に
努
め

る
。

　

さ
ら
に
、
相
談
ニ
ー
ズ
の
多
様

化
、
高
度
化
に
対
応
し
て｢

経
営
安

定
特
別
相
談
事
業｣

や
「
エ
キ
ス
パ

ー
ト
バ
ン
ク
事
業
」
に
よ
る
外
部

専
門
家
を
活
用
し
た
指
導
相
談
も

行
う
。

⑴
指
導
相
談
事
業

⑵
金
融
斡
旋
事
業

⑶
税
務
指
導

⑷
経
営
安
定
特
別
相
談
事
業

⑸
エ
キ
ス
パ
ー
ト
バ
ン
ク
事
業

⑹
事
業
承
継
支
援
事
業

⑺
講
演
会
、
講
習
会
事
業

⑻
小
規
模
企
業
振
興
委
員
活
動
事

業⑼
小
規
模
企
業
共
済
・
倒
産
防
止

共
済
の
普
及

⑽
小
規
模
事
業
施
策
普
及
事
業

⑾
中
小
企
業
の
情
報
化
へ
の
支
援

２
．
創
業
と
中
小
企
業
の
経
営
革

新･
技
術
革
新
支
援
事
業

　

創
業
希
望
者
を
対
象
と
し
て
、

事
業
計
画
の
立
て
方
、
資
金
調
達

方
法
な
ど
の
指
導
、
支
援
を
行
う
。

ま
た
、
中
小
企
業
が
直
面
す
る
課

題
に
対
し
て
、
き
め
細
か
な
支
援

を
行
う
と
と
も
に
、
経
営
革
新･

技

術
革
新
等
に
つ
い
て
も
専
門
家
等

を
活
用
し
た
指
導
相
談
を
実
施
す

る
。

３
．
商
工
業
経
営
調
査
事
業

　

地
域
商
工
業
の
実
態
や
経
済
の

環
境
動
向
等
の
調
査
を
実
施
し
て
、

資
料
を
作
成
配
布
す
る
ほ
か
、
会

報
や
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
通
し
て

情
報
を
提
供
し
経
営
の
参
考
に
資

す
る
。

４
．
青
年
部
・
女
性
会
事
業

　

青
年
部
並
び
に
女
性
会
は
、
相

互
の
交
流
と
研
鑚
を
図
る
こ
と
に

よ
っ
て
自
ら
の
資
質
向
上
に
努
め

る
と
と
も
に
、
商
工
会
議
所
の
事

業
運
営
に
お
け
る
活
性
化
等
へ
の

貢
献
と
、
広
域
的
な
事
業
活
動
を

通
じ
て
、
更
な
る
地
域
の
産
業
振

興
や
起
業
家
の
育
成
に
寄
与
す
る
。

５
．
そ
の
他
中
小
企
業
振
興
対
策

の
推
進
に
係
わ
る
必
要
な
事
業

１
日 

関
商
連
運
営
研
究
会（
〜
２
日
）

　
　

 

土
浦
市
自
立
支
援
協
議
会

　
　

 

常
陽
研
究
所
研
修
会
開
所
式

　
　

 

マ
リ
ッ
ジ
サ
ポ
ー
タ
ー

２
日 

土
浦
桜
ま
つ
り
2
0
1
2
実
行
委
員
会

　
　

 

元
県
商
工
会
議
所
連
合
会
長

　
　

 

西
野
虎
之
介
氏
旭
日
中
綬
章

　
　

 

受
章
祝
賀
会

　
　

 

年
度
末
金
融
特
別
相
談
会

　
　

 

常
磐
線
東
京
駅
・
横
浜
駅
乗
り

　
　

 

入
れ
推
進
協
議
会
役
員
会

３
日 

確
定
申
告
指
導
会（
〜
１５
日
）

４
日 

霞
ヶ
浦
清
掃
大
作
戦

６
日 

正
副
会
頭
会
議

　
　

 

青
年
部
新
旧
合
同
役
員
会

７
日 

イ
ト
ー
ヨ
ー
カ
堂
本
社
へ
の
要
望
活
動

８
日 

土
浦
産
業
保
健
セ
ン
タ
ー
運
営
協
議
会

９
日 

県
連
専
務
理
事
会
議

９
日 

茨
城
グ
ル
メ
・
ス
イ
ー
ツ
フ
ェ
ア

　
　

 

木
工
組
合
全
体
会
議

11
日 

青
年
部
ご
当
地
グ
ル
メ
ま
つ
り
i
n
M
I
T
O

12
日 

青
年
部
役
員
会

14
日 

c
c
i
A
X
A
ト
ッ
プ
マ
ネ
ジ

　
　

 

メ
ン
ト
カ
ン
フ
ァ
レ
ン
ス

15
日 

日
商
通
常
会
員
総
会

　
　

 

マ
リ
ッ
ジ
サ
ポ
ー
タ
ー

　
　

 

中
央
1
丁
目
町
内
会「
お
ひ
ま
ち
会
」

16
日 

常
議
員
会

　
　

 

警
察
官
友
の
会
土
浦
支
部
送
別
会

19
日 

自
治
金
融
審
査
会

　
　

 

青
年
部
３
月
例
会

20
日 

明
日
の
安
心
対
話
集
会

21
日 

県
連
役
員
会

　
　

 

労
働
保
険
事
務
組
合
説
明
会

　
　

 
土
浦
協
同
病
院
臨
床
研
修
管
理
委
員
会

22
日 
マ
ル
経
審
査
会

　
　

 

経
営
革
新
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

　
　

 

土
浦
桜
ま
つ
り
2
0
1
2
企
画
委
員
会

23
日 

第
81
回
通
常
議
員
総
会

　
　

 

土
浦
市
都
市
計
画
審
議
会

　
　

 

土
浦
桜
ま
つ
り
2
0
1
2
主
催

　
　

 

団
体
会
議

　
　

 

県
青
連
役
員
会

25
日 

中
城
通
り
お
か
み
さ
ん
会
天
神
市

　
　

 

木
村
實
元
会
頭
一
周
忌
法
要

26
日 

日
立
セ
メ
ン
ト
神
立
リ
サ
イ
ク

　
　

 

ル
セ
ン
タ
ー
見
学
会
・
竣
工
式

　
　

 

土
浦
キ
ラ
ラ
ま
つ
り
2
0
1
2

　
　

 

新
郷
土
民
謡
お
ど
り
委
員
会

　
　

 

常
陽
懇
話
会
例
会

28
日 

土
浦
キ
ラ
ラ
ま
つ
り
2
0
1
2

　
　

 

七
夕
お
ど
り
委
員
会

28
日 

振
興
委
員
会
議

29
日 

茨
城
産
業
会
議

　
　

 

土
浦
市
観
光
協
会
理
事
会
総
会

中
小
企
業
相
談
所
事
業

事
務
局
日
誌

２
０
１
２
年
３
月
１
日
〜
３
月
31
日

一
般
会
計
・
相
談
所
会
計
収
支
予
算
書

平
成 

24
年
度 

予
算

単位：千円

会 　 費
事業等収入
補助金・助成金
委 託 料
繰 入 金
繰 越 金
合 計

一　般
55,500
69,790
37,200
9,370

0
14,050
185,910

相談所
0

1,850
45,060
2,600
35,240
200

84,950

計
55,500
71,640
82,260
11,970
35,240
14,250
270,860

21%
27%
30%
4%
13%
5%

収入

単位：千円

事 業 費
給 与 費
福利厚生費
管 理 費
繰 入 金
予 備 費
合 計

一　般
103,960
15,500
4,210
24,300
37,440
500

185,910

相談所
14,360
56,900
11,200
2,020

0
200

84,950

計
118,590
72,400
15,410
26,320
37,440
700

270,860

44%
27%
5%
10%
14%
0.2%

会費
21％

事業等
収入
27％

補助金・
助成金
30％

繰入金
13％

繰越金 5％予備費 0.2％

委託料 4％
事業費
44％

給与費
27％

福利厚生費 5％

管理費 10％

繰入金
14％

支出



　

５　

新
入
社
員
セ
ミ
ナ
ー
に
つ

　
　
　

い
て

　

６　

土
浦
桜
ま
つ
り
2
0
1
2

　
　
　

に
つ
い
て

　

７　

土
浦
ま
ち
な
か
元
気
市

　
　
　

（
ラ
ン
ナ
ー
ズ
・
ヴ
ィ
レ

　
　
　

ッ
ジ
）
に
つ
い
て

　

８　

平
成
24
年
度
諸
会
議
等
日

　
　
　

程
に
つ
い
て

　

９　

青
年
部
よ
り　
　
　
　
　

　

10　

女
性
会
よ
り

　

11　

そ
の
他

協
議
事
項

　

１　

イ
ト
ー
ヨ
ー
カ
堂
土
浦
店

　
　
　

閉
店
の
件
に
つ
い
て
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事
務
局
体
制

事
務
局
体
制

平
成
24
年
度

土
浦
商
工
会
議
所

部　長
松　井　修　一

専務理事
（兼 事務局長）
菅　澤　秀　男

総務部

課長・補助員
加賀美　吉　彦

係長・補助員
岡　田　智　行

主幹・記帳専任職員
塚　原　充　也

主事・記帳指導職員
森　内　靖　雄

嘱託
牧　野　丈　美

嘱託
松　宮　正　幸

総務課

嘱託（事務長）
石　井　政　男

主幹・経営指導員
菅　原　伸　司

　
（松井 　修一）

　
（加賀美 吉彦）

係長・経営指導員
木　串　由美子

主幹・経営指導員
天　野　雅　祐

係長・経営指導員
寺　田　英　明

主幹・経営指導員
大　山　泰　明

嘱託
石　川　真樹子

所　長（兼 商工振興課長）
経営指導員
稲　葉　豊　実

中小企業相談所

中心市街地活性化協議会

課長補佐・経営指導員
飯　野　　　晃

商工振興課

嘱託（事務長）

中心市街地活性化協議会

（会員サービス推進室）

係長 経営指導員

（会員サ ビス推進室）（会員サービス推進室）（会員サ ビス推進室）

開
催
日
時

　
　

平
成
24
年
3
月
16
日
（
金
）

　
　

午
後
1
時
30
分
〜
3
時

開
催
場
所

　
　

土
浦
商
工
会
議
所

議
事
案
件
（
議
件
）

　

議
件
第
１
号　

第
81
回
通
常
議
員
総
会
提
出
議
案

に
つ
い
て

⑴
平
成
23
年
度
補
正
予
算
（
案
）

　

に
つ
い
て

⑵
平
成
24
年
度
事
業
計
画
（
案
）

　

に
つ
い
て

⑶
平
成
24
年
度
収
支
予
算
（
案
）

　

に
つ
い
て

⑷
平
成
24
年
度
借
入
金
最
高
限
度

　

額
並
び
に
借
入
先
金
融
機
関
の

　

決
定
に
つ
い
て

議
件
第
２
号

新
入
会
員
の
承
認
に
つ
い
て

報
告
・
連
絡
事
項

　

１　

議
員
職
務
執
行
者
の
変
更

　
　
　

に
つ
い
て

　

２　

中
小
企
業
等
グ
ル
ー
プ
施

　
　
　

設
等
災
害
復
旧
事
業
費
補

　
　
　

助
金
に
つ
い
て

　

３　

土
浦
の
魅
力
発
見
「
ま
ち

　
　
　

商
い
」
写
真
集
の
発
刊
に

　
　
　

つ
い
て

　

４　

土
浦
お
散
歩
絵
地
図
発
刊

　
　
　

記
念
ま
ち
歩
き
講
演
会
に

　
　
　

つ
い
て
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去
る
３
月
19
日
（
月
）
午
後
７

時
か
ら
商
工
会
議
所
に
て
、
秋
田

県
大
仙
市
の
大
曲
商
工
会
議
所
青

年
部
会
長
を
務
め
る
辻　

卓 

也 

氏

を
講
師
に
迎
え
「
大
曲
の
取
り
組

み
に
学
ぶ
花
火
の
ま
ち
づ
く
り
」

と
題
し
講
演
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

土
浦
と
並
ぶ
日
本
二
大
花
火
大

会
の
開
催
地
で
も
あ
る
大
曲
で
の

青
年
部
の
取
り
組
み
を
は
じ
め
、

担
っ
て
い
る
役
割
、
現
在
に
至
る

ま
で
の
経
緯
な
ど
花
火
を
キ
ー
ワ

ー
ド
に
し
た
ま
ち
づ
く
り
活
動
に

つ
い
て
お
話
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

辻
氏
の
ま
ち
づ
く
り
、
そ
し
て

郷
土
に
対
す
る
熱
い
思
い
が
伝
わ

り
行
動
す
る
活
力
を
与
え
ら
れ
ま

し
た
。

　

当
日
は
青
年
部
会
員
は
も
ち
ろ

ん
土
浦
商
工
会
議
所
女
性
会
、
㈳

土
浦
青
年
会
議
所
、
土
浦
市
産
業

部
商
工
観
光
課
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
ま

ち
づ
く
り
活
性
化
土
浦
、
牛
久
市

商
工
会
、
牛
久
市
商
工
青
年
部
Ｏ

Ｂ
の
方
な
ど
か
ら
53
名
の
参
加
が

あ
り
ま
し
た
。

　

ま
た
、
講
演
会
終
了
後
の
懇
親

会
で
は
41
名
の
参
加
が
あ
り
、
各

団
体
の
枠
を
越
え
て
情
報
交
換
が

で
き
、
有
意
義
な
例
会
と
な
り
ま

し
た
。

ま
ち
づ
く
り
へ
の
熱
い
思
い

ま
ち
づ
く
り
へ
の
熱
い
思
い

土
浦
商
工
会
議
所
青
年
部

３
月
例
会

主　

催　

日
本
珠
算
連
盟

協　

賛　

日
本
商
工
会
議
所

試
験
場　

土
浦
商
工
会
議
所

試
験
日　

平
成
２４
年
２
月
１２
日
（
日
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

３３
名
受
験

53名の聴講者

辻　卓也 氏

まちづくり事業をスクリーンを使ってわかりやすく説明
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期間一年間延長

25

土浦商工会議所では当所会員事業所を対象に、
市内金融機関と提携し、実施している『土浦商
工会議所提携ローン』をリニューアルいたしま
した。
制度の詳細は各金融機関の定めるところにより
ます。
詳しくは土浦商工会議所又は各金融機関の窓口
までお問い合せください。

土浦商工会議所では当所会員事業所を対象に、
市内金融機関と提携し、実施している『土浦商
工会議所提携ローン』をリニューアルいたしま
した。
制度の詳細は各金融機関の定めるところにより
ます。
詳しくは土浦商工会議所又は各金融機関の窓口
までお問い合せください。

土浦商工会議所会員事業所で、
中小企業者に限ります。

土浦商工会議所会員事業所で、
中小企業者に限ります。

会員限定特別融資

土浦商工会議所土浦商工会議所
提携ローン提携ローン

金融機関からの事業資金の調達に!!

※この制度は、融資実現をお約束するものではありません。
　各金融機関が行う審査の結果、ご希望に添えない場合があります
ので予めご了承ください。

※この制度は、融資実現をお約束するものではありません。
　各金融機関が行う審査の結果、ご希望に添えない場合があります
ので予めご了承ください。

①会員事業所は、希望する金融機関の融資商品を選び「融資
認定申請書」に必要事項を記入し、各金融機関へ提出する。
②土浦商工会議所は、会費が未納でないことを確認し認定印
を押す。
　（融資認定申請書と必要書類を揃えて本申込となる）
③金融機関において審査を行い融資実行する。

①会員事業所は、希望する金融機関の融資商品を選び「融資
認定申請書」に必要事項を記入し、各金融機関へ提出する。
②土浦商工会議所は、会費が未納でないことを確認し認定印
を押す。
　（融資認定申請書と必要書類を揃えて本申込となる）
③金融機関において審査を行い融資実行する。

お申込みいただける方

お申込方法

そ　の　他

①融資商品選定
　認定申請

③認定書交付

認定申請

②審査・実行

会員事業所 金融機関 土浦商工会議所

ご融資までの流れ

常陽銀行（土浦市内全支店）、筑波銀行（土浦市内全支店）
茨城県信用組合（土浦市内全支店）、東日本銀行（土浦支店）、
水戸信用金庫（土浦市内全支店）、三菱東京UFJ銀行（土浦支店）

取扱金融機関

3
月
号　

数
字
で
脳
ト
レ
解
答

Ｄ×Ｇ＝35　Ｇ＋Ｉ＝Ｃ

3

4

5

7

6

2

9

8

1

Ｄ×Ｆ＝54　Ａ×Ｂ＝Ｇ

5

数
字
で

数
字
で

数
字
で

0

÷

－

＋

×

5
2

7

脳
トトト
レレレ

【
解
き
方
一
例
】

不
等
号
よ
り
、

Ｈ
は
2
か
1
。

Ｉ
は
Ｈ
よ
り
小

さ
い
。よ
っ
て
Ｈ

は
2
、Ｉ
は
1
。

計
算
式
よ
り
Ｄ

と
Ｇ
は
5
と
7

。
不
等
号
よ
り

Ｇ
は
7
、Ｄ
は
5
。残
り
の
数
は
4
、6
、

8
、9　

不
等
号
よ
り
Ａ
は
4
。計
算
式

よ
り
Ｃ
は
8
。不
等
号
よ
り
Ｂ
は
6
、Ｆ

は
9
。
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会 員 情 報
事業所名　 代表者名 業　　　　種 所　　在　　地

久佐久

（有）エーケー・ブックス

都和不動産

（有）ＳＥＴ

鎌田電工

カワタ自動車

（株）飯塚モータース

ＴＹＳｗｏｒｋｓ

旅館 美波

ペルモビール（株）

お好み焼き店

書籍販売

不動産

産業廃棄物収集・運搬、下水道管テレビ調査更生
工事、その他

電気工事

自動車修理・販売

自動車分解整備

自動車整備

旅館

福祉機器（電動車いす）小売

土浦市霞ケ岡町２－１８

牛久市刈谷町２－１７２－１１

土浦市若松町１９－１０

土浦市下高津１丁目５－２３

土浦市永国８１６－１

常総市豊岡町丙２９７－１

つくば市谷田部２４１６－８

龍ケ崎市川原代町５４２

土浦市真鍋新町９－１７

土浦市西根西１丁目１２－１１

岩田　　智

阿部　　睦

菊田広之進

岩瀬　忠男

鎌田　浩二

河田　和久

飯塚　茂男

高木　典之

渡辺　　冬

菊地　卓也

　

日
本
商
工
会
議
所
は
、
こ
れ
か
ら
の
日
本
経
済
の
復
活
に

向
け
て
、
震
災
復
興
と
福
島
再
生
を
最
優
先
に
取
組
み
な
が

ら
、
同
時
並
行
し
て
成
長
戦
略
を
強
力
に
推
進
し
て
い
く
こ

と
が
必
要
と
考
え
て
お
り
ま
す
。
そ
の
中
で
も
、
ア
ジ
ア
を

包
含
す
る
包
括
的
経
済
連
携
の
推
進
が
極
め
て
重
要
と
の
認

識
を
も
っ
て
お
り
ま
す
。

　

そ
の
為
に
も
、
昨
今
の
環
太
平
洋
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ

（
Ｔ
Ｐ
Ｐ
）
問
題
は
、
将
来
の
国
づ
く
り
に
大
き
な
影
響
を

持
つ
も
の
と
思
わ
れ
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
な
な
か
、
日
本
商
工
会
議
所
等
で
は
商
工
業
者

の
皆
様
に
Ｔ
Ｐ
Ｐ
の
意
義
や
動
向
等
を
わ
か
り
や
く
紹
介
し

た
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
設
置
し
ま
し
た
。

　

ご
興
味
ご
ざ
い
ま
し
た
ら
、
御
覧
い
た
だ
き
た
く
ご
案
内

致
し
ま
す
。

環
太
平
洋
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
（
Ｔ
Ｐ
Ｐ
）
協
定
交
渉

http://w
w
w
.jcci.or.jp/recom

m
end/tpp/

Ｔ
Ｐ
Ｐ
の
参
加
で
も
っ
と
豊
か
な
日
本
を

http://tpp-kokum
in.jp/

商
工
会
議
所
か
ら

環
太
平
洋
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ

             

（
Ｔ
Ｐ
Ｐ
）
に
関
す
る
ご
連
絡
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「
近
頃
の
若
者
は
、
車
も
買
わ

な
い
し
酒
も
飲
ま
な
い
。
一
体
ど

こ
に
お
金
を
使
っ
て
い
る
の

か
・
・
・
」
。
メ
ー
カ
ー
の
商
品

企
画
担
当
者
と
話
す
と
、
共
通
し

て
若
者
の
消
費
は
見
え
に
く
く
理

解
し
が
た
い
と
い
う
話
題
に
な
り

ま
す
。
社
会
人
に
な
り
た
て
の
こ

ろ
に
バ
ブ
ル
景
気
を
経
験
し
た
50

歳
代
か
ら
見
れ
ば
、
堅
実
で
派
手

さ
を
好
ま
な
い
昨
今
の
若
者
の
消

費
は
不
思
議
に
映
り
ま
す
。

　

と
こ
ろ
が
、
30
歳
代
以
下
の
若

い
世
代
が
生
み
出
し
、
拡
大
し
て

い
る
分
野
が
い
く
つ
か
あ
り
ま
す
。

そ
の
一
つ
が
「
男
性
向
け
美
容
家

電
」
で
す
。
ひ
げ
そ
り
（
シ
ェ
ー

バ
ー
）
や
ヘ
ア
ド
ラ
イ
ヤ
ー
と
い

っ
た
従
来
か
ら
あ
る
も
の
に
加
え

て
、
こ
れ
ま
で
女
性
向
け
の
ジ
ャ

ン
ル
だ
っ
た
美
肌
ケ
ア
や
無
駄
毛

ケ
ア
に
も
、
男
性
向
け
の
製
品
が

続
々
登
場
し
て
き
ま
し
た
。

　

美
肌
ケ
ア
と
は
、
イ
オ
ン
発
生

機
能
な
ど
が
付
い
た
ス
チ
ー
マ
ー

で
蒸
気
を
顔
に
当
て
た
り
、
毛
穴

に
詰
ま
っ
た
汚
れ
を
吸
引
す
る
機

器
や
超
音
波
を
発
生
す
る
機
器
で

皮
膚
を
き
れ
い
に
し
た
り
す
る
こ

と
で
す
。
大
手
電
機
メ
ー
カ
ー
か

ら
新
し
い
製
品
が
次
々
と
出
て
い

て
、
男
性
を
意
識
し
た
デ
ザ
イ
ン

を
取
り
入
れ
た
も
の
や
、
女
性
も

の
に
比
べ
出
力
を
よ
り
強
く
で
き

る
と
い
っ
た
機
器
が
あ
り
ま
す
。

　

無
駄
毛
ケ
ア
で
は
、
男
性
向
け

に
す
で
に
市
場
が
で
き
て
い
る
欧

州
の
メ
ー
カ
ー
を
は
じ
め
、
国
内

メ
ー
カ
ー
か
ら
も
胸
毛
や
手
足
の

毛
を
整
え
る
ト
リ
マ
ー
な
ど
の
製

品
が
出
て
い
ま
す
。
最
近
で
は
眉

毛
の
形
を
整
え
る
若
者
も
増
え
て

い
ま
す
。

　

ひ
げ
に
関
し
て
も
、
30
歳
代
と

そ
れ
以
上
の
世
代
で
は
捉
え
方
が

違
っ
て
い
ま
す
。
40
歳
以
上
の
世

代
で
は
、
と
り
あ
え
ず
ひ
げ
は
そ

る
の
が
常
識
で
す
が
、
若
い
世
代

で
は
薄
め
に
ひ
げ
を
残
す
こ
と
に

対
す
る
違
和
感
や
嫌
悪
感
は
少
な

く
な
っ
て
い
ま
す
。
実
際
に
東

京
・
秋
葉
原
の
大
手
量
販
店
に
聞

く
と
、
ひ
げ
や
体
毛
を
ケ
ア
す
る

製
品
の
売
り
上
げ
が
伸
び
て
い
る

と
言
い
ま
す
。

　

30
歳
代
を
境
に
、
そ
の
上
下
で

消
費
や
お
金
の
使
い
方
が
大
き
く

異
な
る
分
野
は
ほ
か
に
も
あ
り
ま

す
。
例
え
ば
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
上

の
映
像
配
信
サ
ー
ビ
ス
の
「
ニ
コ

ニ
コ
動
画
」
は
、
利
用
者
の
90
％

は
30
歳
以
下
で
、
し
か
も
月
額
５

２
５
円
の
有
料
契
約
と
し
て
い
る

会
員
が
１
５
０
万
人
以
上
い
ま
す
。

こ
れ
は
40
歳
代
以
上
の
世
代
に
は

理
解
し
が
た
い
こ
と
か
も
し
れ
ま

せ
ん
。

　

こ
れ
か
ら
の
成
長
分
野
や
ビ
ジ

ネ
ス
を
考
え
る
た
め
に
は
、
あ
ら

た
め
て
若
い
世
代
の
生
活
や
消
費

に
目
を
向
け
て
み
る
必
要
が
あ
る

で
し
ょ
う
。

 

日
経
ト
レ
ン
デ
ィ
副
編
集
長

渡
辺 

和
博

 

渡
辺　

和
博
／

　

わ
た
な
べ
・
か
ず
ひ
ろ

『
日
経
ト
レ
ン
デ
ィ
』
副
編
集
長
。

日
経
ト
レ
ン
デ
ィ
は
、
マ
ー
ケ
ッ

ト
の
動
き
や
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
の

在
り
方
な
ど
を
視
野
に
入
れ
な
が

ら
、
「
商
品
」
と
「
サ
ー
ビ
ス
」

の
新
し
い
潮
流
を
取
り
上
げ
紹
介

す
る
情
報
誌
。
世
の
中
の
ト
レ
ン

ド
や
流
行
、
新
製
品
・
サ
ー
ビ
ス

の
動
向
な
ど
、
生
活
に
関
す
る
あ

ら
ゆ
る
情
報
を
幅
広
く
分
析
し
、

紹
介
し
て
い
る
。

　

こ
れ
ま
で
、
東
日
本
大
震
災
に
よ
っ
て
被
災
し
た
事
業
者

の
皆
様
方
の
資
金
繰
り
や
事
業
計
画
の
策
定
な
ど
の
相
談
を

ワ
ン
ス
ト
ッ
プ
窓
口
で
対
応
し
て
ま
い
り
ま
し
た
が
、
こ
の

度
、
二
重
債
務
問
題
、
事
業
の
復
旧
で
お
悩
み
の
方
の
早
期

解
決
の
た
め
、
合
同
出
張
説
明
会
兼
出
張
相
談
会
を
開
催
い

た
し
ま
す
。

・
日　
　
　

時
：
平
成
24
年
４
月
25
日
（
水
）
13
時
〜
16
時

・
会　
　
　

場
：
土
浦
商
工
会
議
所　

３
階　

ホ
ー
ル

・
相
談
対
応
者
：
復
興
相
談
セ
ン
タ
ー
担
当
者
、

　
　
　
　
　
　
　

再
生
支
援
機
構
担
当
者

問
合
せ
先

　

茨
城
県
産
業
復
興
相
談
セ
ン
タ
ー

　

〒
3
1
0

－

0
8
0
3　

　

水
戸
市
城
南 

1

－
2

－
4
3

　

Ｎ
Ｋ
Ｃ
ビ
ル
６
Ｆ
6
0
1
号
室

　

T
E
L
：
0
2
9

－

3
0
2

－

5
8
8
0

　

東
日
本
大
震
災
事
業
者
再
生
支
援
機
構
東
京
本
部

　

東
京
都
千
代
田
区
丸
の
内
２

－

２

　

丸
の
内
ビ
ル
デ
ィ
ン
グ
1
0
Ｆ

　

T
E
L
:
0
3

－

6
2
6
8

－

0
1
8
0

「
若
い
世
代
が
支
え
る

　
　
　

男
性
向
け
美
容
と
い
う
新
市
場
」

事
業
者
向
け
合
同
出
張
説
明
会
兼

出
張
相
談
会
の
開
催
に
つ
い
て

茨
城
県
産
業
復
興
相
談
セ
ン
タ
ー

東
日
本
大
震
災
事
業
者
再
生
支
援
機
構

合同
開催
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3
月
の
業
況
と
先
行
き
見
通
し

　

３
月
の
全
産
業
合
計
の
業
況
Ｄ

Ｉ
は
、
▲
２
３
．
９
と
、
前
月
か

ら
＋
９
．
５
ポ
イ
ン
ト
と
大
幅
に

改
善
。
僅
か
で
は
あ
る
が
超
円
高

の
是
正
、
株
高
を
受
け
、
経
済
活

動
に
明
る
い
兆
し
が
見
え
た
こ
と

に
加
え
、
復
興
需
要
の
波
及
効
果

が
徐
々
に
及
び
始
め
た
こ
と
が
要

因
。
２
０
１
１
年
10
月
か
ら
続
い

て
い
た
▲
３
５
前
後
で
の
足
踏
み

か
ら
抜
け
出
す
結
果
と
な
っ
た
。

し
か
し
、
比
較
対
象
の
前
年
同
月

（
２
０
１
１
年
３
月
）
は
東
日
本

大
震
災
直
後
で
業
況
Ｄ
Ｉ
が
落
ち

込
ん
だ
時
期
。
実
態
は
原
油
等
の

原
材
料
価
格
の
上
昇
・
高
止
ま
り

な
ど
を
背
景
に
厳
し
い
状
況
が
続

い
て
い
る
。　

先
行
き
に
つ
い
て

は
、
先
行
き
見
通
し
Ｄ
Ｉ
が
▲
２

６
．
６
（
今
月
比
▲
２
．
７
ポ
イ

ン
ト
）
と
、
悪
化
す
る
見
込
み
。

第
三
次
補
正
予
算
に
よ
る
復
興
需

要
の
本
格
化
へ
の
期
待
に
加
え
、

海
外
経
済
の
改
善
や
超
円
高
の
是

正
に
よ
り
輸
出
等
に
緩
や
か
な
回

復
が
見
ら
れ
る
も
の
の
、
取
引
先

企
業
の
海
外
移
転
に
よ
る
受
注
の

減
少
、
原
油
等
の
原
材
料
価
格
の

上
昇
・
高
止
ま
り
の
長
期
化
が
予

想
さ
れ
る
こ
と
か
ら
、
先
行
き
は

慎
重
な
判
断
と
な
っ
て
い
る
。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

当
社
の
従
業
員
で
、
通
勤
途

中
に
交
通
事
故
に
遭
っ
て
入

院
し
、
労
災
保
険
の
手
続
き
を
し

て
療
養
の
た
め
休
業
し
、
休
業
給

付
を
受
給
中
の
者
が
い
る
の
で
す

が
、
い
つ
回
復
し
て
出
社
で
き
る

よ
う
に
な
る
か
見
通
し
が
立
た
な

い
状
況
な
の
で
す
。
当
社
の
規
定

で
は
病
気
等
に
よ
る
休
職
期
間
は

３
ヵ
月
と
な
っ
て
い
る
の
で
す

が
、
労
災
で
休
業
し
て
い
る
従
業

員
を
解
雇
す
る
こ
と
は
で
き
な
い

と
も
聞
い
て
い
ま
す
。
一
方
、
打

切
補
償
と
い
う
制
度
を
使
っ
て
解

雇
で
き
る
の
で
は
な
い
か
と
言
う

人
も
い
ま
す
。
ど
う
な
の
で
し
ょ

う
か
。ご

質
問
に
労
災
保
険
や
打
切

補
償
、
解
雇
と
い
う
言
葉
が

出
て
き
て
い
る
の
で
、
ま
ず
そ
れ

に
つ
い
て
簡
単
に
触
れ
ま
し
ょ

う
。
そ
の
従
業
員
の
方
が
業
務
上

の
災
害
に
よ
り
負
傷
し
た
の
で
あ

れ
ば
、
療
養
の
た
め
休
業
し
て
い

る
期
間
と
そ
の
後
３
０
日
間
は
解

雇
す
る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。
打

切
補
償
と
い
う
制
度
は
あ
り
ま
す

が
、
そ
れ
は
、
療
養
の
開
始
後
３

年
を
経
過
し
て
も
治
癒
し
な
い
業

務
上
の
負
傷
や
疾
病
に
対
し
、
使

用
者
が
打
切
補
償
と
し
て
平
均
賃

金
の
１
，
２
０
０
日
分
を
支
払
え

ば
解
雇
制
限
が
解
除
さ
れ
る
と
い

う
も
の
で
、
労
働
基
準
法
に
規
定

さ
れ
て
い
ま
す
。
し
か
し
、
実
際

に
は
労
災
保
険
が
強
制
適
用
さ

れ
、
労
災
保
険
法
で
は
「
業
務
上

負
傷
し
、
又
は
疾
病
に
か
か
っ
た

労
働
者
が
、
療
養
の
開
始
後
３
年

を
経
過
し
た
日
に
お
い
て
傷
病
補

償
年
金
を
受
け
て
い
る
場
合
又
は

そ
の
３
年
を
経
過
し
た
日
の
後
に

傷
病
補
償
年
金
を
受
け
る
こ
と
と

な
っ
た
場
合
に
は
傷
病
補
償
年
金

を
受
給
す
る
こ
と
と
な
っ
た
日
に

お
い
て
、
打
切
補
償
を
支
払
っ
た

も
の
と
み
な
す
こ
と
と
し
て
い
ま

す
（
労
災
保
険
法
第
１
９
条
）
。

そ
の
た
め
、
療
養
開
始
か
ら
３
年

を
経
過
し
て
い
な
け
れ
ば
解
雇
の

対
象
と
は
な
ら
ず
、
ま
た
、
療
養

開
始
後
３
年
が
経
過
し
て
い
て

も
、
そ
の
労
働
者
が
傷
病
補
償
年

金
で
は
な
く
、
休
業
補
償
給
付
を

受
け
て
い
る
の
で
は
解
雇
す
る
こ

と
は
で
き
な
い
と
い
う
こ
と
に
な

り
ま
す
。

　

さ
て
、
こ
こ
で
初
め
に
戻
り
ま

す
が
、
ご
質
問
の
ケ
ー
ス
は
業
務

上
の
災
害
で
は
な
く
、
通
勤
災
害

で
す
。
業
務
災
害
と
労
災
保
険
の

手
続
き
は
似
て
い
る
の
で
混
同
し

が
ち
で
す
が
、
通
勤
災
害
と
業
務

災
害
で
は
扱
い
が
異
な
り
、
解
雇

制
限
に
つ
い
て
も
、
労
働
基
準
法

に
「
労
働
者
が
業
務
上
負
傷
し
、

又
は
疾
病
に
か
か
り
…
」
と
規
定

さ
れ
て
い
ま
す
。
通
勤
災
害
に
つ

い
て
は
、
私
傷
病
の
場
合
と
同
じ

よ
う
に
御
社
の
就
業
規
則
に
基
づ

い
て
取
り
扱
っ
て
よ
い
と
い
う
こ

と
に
な
る
の
で
す
。

問
い
合
せ
は
、当
商
工
振
興
課
ま
で

Ｔ
Ｅ
Ｌ　

８
２
２
ー
０
３
９
１

ロ
ボ
調
査

ロ
ボ
調
査
３
月
集
計
結
果
（
早
期
景
気
観
測
）

業
況
Ｄ
Ｉ
は
、
足
踏
み
状
態
が
続
く

業況ＤＩ（前年同月比）の推移

《業況ＤＩ（全産業・前年同月比）の推移》

業況ＤＩ（前年同月比）の推移

※　ＤＩ値（景況判断指数）について
ＤＩ値は、売上・採算・業況などの各項目についての、判断の状況を表す。
ゼロを基準として、プラスの値で景気の上向き傾向を表す回答の割合が多
いことを示し、マイナスの値で景気の下向き傾向を表す回答の割合が多い
ことを示す。従って、売上高などの実数値の上昇率を示すものではなく、
強気・弱気などの景気感の相対的な広がりを意味する。

ＤＩ＝（増加・好転などの回答割合）－（減少・悪化などの回答割合）
　　業況・採算：（好転）－（悪化）　  売上：（増加）－（減少）

※「先行き見通し」は当月に比べた向こう3カ月の先行き見通し

全 産 業

建　設

製　造

卸　売

小　売

サービス

▲34.3

▲30.7

▲26.2

▲38.8

▲37.6

▲39.4

2011年
10月

▲31.9

▲29.0

▲25.6

▲22.3

▲40.3

▲36.2

2012年
1月

▲33.4

▲29.1

▲27.6

▲27.6

▲42.0

▲36.2

2月

▲23.9

▲33.6

▲15.3

▲27.4

▲30.0

▲18.1

3月

▲26.6

▲37.3

▲23.9

▲21.3

▲29.8

▲21.2

先行き見通し
4～6月

▲35.5

▲30.1

▲29.2

▲32.9

▲44.1

▲38.0

11月

▲34.9

▲34.0

▲24.8

▲35.9

▲42.5

▲37.7

12月

業況ＤＩの推移（全産業・同年同月比）

質
問
者

社
労
士
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ご
協
賛
の
お
願
い

　

岡
倉
天
心
は
幕
末
、
1
8
6
3

年
横
浜
生
ま
れ
、
1
9
0
5
年
東

京
・
根
岸
（
台
東
区
）
か
ら
茨
城

県
五
浦
（
北
茨
城
市
）
に
日
本
美

術
院
と
と
も
に
拠
を
移
し
、

1
9
1
3
年
赤
倉
（
新
潟
県
）
で

没
す
る
ま
で
、
日
本
の
近
代
美
術

に
大
き
な
足
跡
を
残
し
ま
し
た
。

　

2
0
1
3
年
の
〝
生
誕
1
5
0

年
・
没
後
1
0
0
年
〞
に
向
け
、

映
画
化
が
進
ん
で
い
た
最
中
、

3
・
1
1
大
震
災
で
ロ
ケ
拠
点
の

「
六
角
堂
」
が
流
失
。
こ
の
衝
撃

に
対
し
所
管
す
る
茨
城
大
学
、
北

茨
城
市
を
は
じ
め
多
く
の
県
民
が

再
建
の
た
め
立
ち
上
が
り
文
化
庁

の
助
成
を
受
け
、
こ
の
た
び
〝
復

興
の
シ
ン
ボ
ル
〞
と
し
て
完
成
し

ま
し
た
。

　

映
画
『
天
心
』
は
〝
復
興
支
援

映
画
〞
と
し
て
、
2
0
1
3
年
秋

の
公
開
で
す
。
本
作
品
は
新
し
い

日
本
の
美
を
求
め
苦
闘
す
る
天
心

と
、
若
き
画
家
、
横
山
大
観
（
水

戸
市
生
）
・
菱
田
春
草
（
飯
田
市

生
）
・
下
村
観
山
（
和
歌
山
市

生
）
・
木
村
武
山
（
笠
間
市
生
）

ら
と
の
葛
藤
や
師
弟
愛
を
描
く
一

方
、
女
性
愛
な
ど
、
天
心
の
個
性

溢
れ
る
人
間
像
も
浮
き
彫
り
に
し

ま
す
。

　

撮
影
に
際
し
て
は
明
治
時
代
の

校
舎
イ
メ
ー
ジ
を
も
つ
、
土
浦
一

高
の
旧
本
館
に
て
ロ
ケ
を
予
定
し

て
お
り
ま
す
。

　

商
工
会
議
所
に
ご
加
盟
さ
れ
て

い
る
法
人
各
社
の
皆
さ
ま
、
女
性

会
で
ご
活
動
さ
れ
て
い
る
皆
さ
ま

に
、
ご
支
援
賜
り
ま
す
よ
う
ご
案

内
申
し
上
げ
ま
す
。

•
名
称
：
映
画『
天
心
』製
作
支
援

•
協
賛
：
1
口
1
万
円
以
上
で
お
願

い
い
た
し
ま
す
。

•
個
人
特
典
：
映
画
協
力
券
1
枚

／
1
口
＋
グ
ッ
ズ
＋
お
名
前
の
表

記（
映
画
の
最
後
に
協
力
者
の
芳
名

一
覧
）

•
法
人
特
典
：
50
口
以
上
の
企

業
・
団
体
様
に
は
、
P
R
ビ
デ
オ

（
1
分
間
）
制
作
の
ご
相
談
に
応

じ
ま
す
。

　

ご
協
賛
の
お
申
し
出
は
、
土
浦

商
工
会
議
所
の
受
付
に
「
協
賛
金

お
申
込
書
」
を
置
い
て
ご
ざ
い
ま

す
。
こ
の
用
紙
に
ご
記
載
の
上
、

下
記
宛
に
Ｆ
Ａ
Ｘ
後
、
ご
指
定
の

金
融
機
関
よ
り
お
振
込
み
い
た
だ

き
ま
す
よ
う
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

•
映
画『
天
心
』製
作
委
員
会
事
務
局

F
A
X
：
0
3

-

3
3
2
7

-

9
0
2
7

メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス
：

　

official@
eiga-tenshin.com

 

〒
１
５
６

-

０
０
４
４

東
京
都
世
田
谷
区
赤
堤
２

-

１
２

-

５

-

４
０
２

河
本　

隆（
コ
ウ
モ
ト　

タ
カ
シ
）

 
復
興
支
援
映
画

「
 

復
興
支
援
映
画

「

制
度
融
資
の
ご
案
内

金融制度名

土
浦
市
の
制
度
資
金

国
の
制
度
資
金

融 資 対 象 貸 付 限 度 返 済 期 間 保 証 人 担 保
（平成24年４月２日現在）

助　　成利  率

自 治 金 融
市内に１年以上居住及
び事業実績のある個人
又は法人企業

運転資金 ５年以内
設備資金 ７年以内
（設備資金のみ

　据置き6ヵ月以内）

個人…
　原則不要
法人…
　原則代表者
　のみ

年利1.5％の
範囲で利子補給
（３年間）
信用保証料全部
（全期間）

必要に
応じて

年利

1.75％

運転資金
500万円

設備資金

一事業書の融資限度
額は1,000万円です

1,000万円

振 興 金 融  同 上  信用保証料全部
（全期間）必　要

個人…
　原則不要
法人…
　原則代表者
　のみ

運転資金 ５年以内
設備資金 ７年以内
（設備資金のみ

　据置き12ヵ月以内）

年利

1.95％

運転、設備資金

一事業書の融資限度
額は2,000万円です

2,000万円

市内で１年以上事業を
営んでおり従業員20人
以下（商業・サービス
業は５人以下）の個人
又は法人企業

小企業等経

営改善融資

（マ ル 経）

設備資金について
利率0.5％低減
（２年間）
※25年3月31日
　まで

不　要不　要

運転資金 ７年以内
設備資金 10年以内
※据置期間
運転資金…1年以内
設備資金…２年以内

年利

1.85％

運転、設備資金

1,000万円を超える
場合は条件が付きます

1,500万円

資本金1,000万円、又
は従業員100人以下
（商業・サービス業は
５0人以下）の個人又は
法人企業

普 通 貸 付
（マ ル 普） ＿＿＿＿＿＿＿必要に

応じて
連帯保証人
　１名以上

運転資金 ５年以内
（据置き６ヵ月以内）

設備資金 10年以内
（据置き２年以内）

年利

（基準）

2.15％

運転、設備資金
4,800万円
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M
E
M
B
E
R
S

M
E
M
B
E
R
S’’

N
O
W

N
O
W

釜
め
し　

つ
の
だ

釜
め
し　

つ
の
だ

住
所　

土
浦
市
城
北
町
一
一
ー
二
七

電
話　

八
二
一
ー
四
四
六
三

営
業
時
間　

一
七
時
〜
二
三
時

定
休
日　
　

日
曜
日

　

釜
め
し
「
つ
の
だ
」
は
、
１
９

９
９
年
８
月
に
オ
ー
プ
ン
し
ま
し

た
。

　

地
域
の
皆
様
に
支
え
ら
れ
な
が

ら
、
営
業
開
始
か
ら
12
年
目
に
店

舗
の
建
替
え
に
踏
み
切
り
、
工
事

も
順
調
に
進
み
開
店
間
近
と
い
う

時
に
震
災
に
見
舞
わ
れ
、
予
定
よ

り
２
ヶ
月
程
オ
ー
プ
ン
延
期
を
余

儀
な
く
さ
れ
ま
し
た
。

　

そ
し
て
、
２
０
１
１
年
５
月
リ

ニ
ュ
ー
ア
ル
オ
ー
プ
ン
す
る
こ
と

が
出
来
ま
し
た
。
カ
ウ
ン
タ
ー
５

席
、
座
敷
22
席
は
堀
炬
燵
式
で
、

ゆ
っ
く
り
お
座
り
い
た
だ
け
ま
す
。

　

料
理
は
和
食
中
心
で
、
刺
身
・

旬
食
材
・
揚
げ
物
な
ど
な
ど
。
お

酒
も
各
種
取
り
揃
え
て
い
ま
す
の

で
、
お
好
み
の
お
酒
を
お
楽
し
み

下
さ
い
。
（
生
ビ
ー
ル
は
こ
だ
わ

り
の
ヱ
ビ
ス
）

　

お
す
す
め
は
、
五
目
釜
め
し

（
釜
め
し
数
種
類
）
・
季
節
の
料

理
・
・
・
。
釜
め
し
は
生
米
よ
り

炊
き
上
げ
ま
す
の
で
、
35
分
ほ
ど

時
間
を
い
た
だ
き
ま
す
。
ご
注
文

の
タ
イ
ミ
ン
グ
に
ご
注
意
下
さ
い
。

　

人
気
メ
ニ
ュ
ー
は
、
チ
ー
ズ
焼

き
（
ナ
チ
ュ
ラ
ル
チ
ー
ズ
・
ゴ
ー

ダ
チ
ー
ズ
・
モ
ッ
ツ
ァ
レ
ッ
ラ
チ

ー
ズ
を
合
わ
せ
焼
い
た
も
の
）
、

蓮
根
は
さ
み
揚
げ
（
土
浦
名
産
の

蓮
根
に
エ
ビ
の
す
り
身
を
挟
み
揚

げ
た
も
の
）
、
開
店
時
か
ら
の
シ

ン
プ
ル
№
１
で
昔
懐
か
し
い
味
の

ジ
ャ
ガ
ソ
ー
ス
焼
き
、
じ
っ
く
り

煮
込
ん
だ
ト
ロ
ト
ロ
お
肉
の
ホ
エ

イ
豚
の
角
煮
e
t
c
。

　

定
番
メ
ニ
ュ
ー
の
他
に
も
黒
板

メ
ニ
ュ
ー
と
し
て
本
日
の
お
す
す

め
品
を
ご
用
意
し
て
お
り
ま
す
。

　

今
後
は
、
新
メ
ニ
ュ
ー
の
考
案

や
一
日
の
疲
れ
を
取
っ
て
い
た
だ

き
、
ゆ
っ
く
り
く
つ
ろ
げ
る
ア
ッ

ト
ホ
ー
ム
な
雰
囲
気
の
お
店
づ
く

り
を
心
が
け
て
ま
い
り
ま
す
。
皆

様
の
ご
来
店
を
心
よ
り
お
待
ち
し

て
お
り
ま
す
。

　

ま
た
、
日
曜
日
も
宴
会
、
法
事

の
ご
会
食
な
ど
受
け
賜
り
ま
す
。

お
気
軽
に
ご
相
談
下
さ
い
。
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